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【公表日】平成21年4月30日(2009.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2009-017
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【国際特許分類】
   Ａ２３Ｂ   4/08     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ａ２３Ｂ   4/08    　　　Ｄ
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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月27日(2009.11.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
乳酸カリウム水溶液の調製の方法であって、６５重量％未満の乳酸カリウム濃度を有する
第１の乳酸カリウム溶液が、蒸発により、６５重量％～８５重量％の乳酸カリウム濃度を
有する溶液へと濃縮され、次に取出される、上記方法。
【請求項２】
該第１の乳酸カリウム溶液が、６０重量％の乳酸カリウム濃度を有する、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
該蒸発が、２段階で、任意的に２つの蒸留装置において、実施される、請求項１又は２に
記載の方法。
【請求項４】
該蒸発が、プレート式エバポレーションプロセスにより実施される、請求項１～３のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項５】
該蒸発が、活性炭による該溶液の処理の前に又は後に行われる、請求項１～４のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項６】
該濃縮された乳酸カリウム溶液が希釈される、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項７】
請求項１～６のいずれか１項に記載の方法により得られる乳酸カリウム溶液であって、１
０ｐｐｍ未満のエタノール濃度を有する上記溶液。
【請求項８】
６７～８２重量％の乳酸カリウム濃度を有する、請求項７に記載の乳酸カリウム溶液。
【請求項９】
７０～８０重量％の乳酸カリウム濃度を有する、請求項７に記載の乳酸カリウム溶液。
【請求項１０】
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７６～７９重量％の乳酸カリウム濃度を有する、請求項７に記載の乳酸カリウム溶液。
【請求項１１】
請求項７～１０のいずれか１項に記載の乳酸カリウム溶液を含有する、食品製品又は飲料
製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
この目的のために、本発明は、乳酸カリウム水溶液の調製の方法に関係し、ここで、６５
重量％未満の乳酸カリウム濃度を有する第１の乳酸カリウム溶液は、蒸発により、６５重
量％から８５重量％の乳酸カリウム濃度を有する溶液へと濃縮され、次に取出される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
該取出された製品は、直接に食品製品及び飲料製品に適用され、或いは、食品製品及び飲
料製品における更なる適用の為に、詰められそして顧客へと運搬されうる。主要芳香化合
物が該製品から除去されていると見える故に、本方法により得られた、取出された製品の
製品品質は改善された。該分離された製品は、様々な食品製品及び飲料製品における、そ
して特には魚介を含む食肉及び鶏肉における、更なる適用のために適当である形態を有す
る。
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